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一
七
）

─ 482 ─

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
時
点
の
松
代
藩
領
村
々
の
藩
か
ら
の

借
用
金
の
分
布
構
造
を
数
量
的
に
把
握
し
て
、特
徴
を
検
討
し
、そ
れ
は
村
々

の
個
別
性
が
際
だ
ち
、
居
住
す
る
百
姓
所
持
高
と
負
の
相
関
関
係*1

に
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

大
名
が
領
内
の
窮
乏
し
た
村
や
百
姓
を
救
済
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
み
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
領
主
の
仁
政
の
証
で
あ
っ
た*2

。
そ
れ
に
恩
恵
的
貸
付
が

附
随
す
る
こ
と
は
そ
れ
こ
そ
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

れ
を
歴
史
的
評
価
の
対
象
と
し
た
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い*3

。

そ
の
よ
う
な
中
、
藩
財
政
を
研
究
す
る
過
程
で
、
伊
藤
昭
弘
が
長
州
藩
の
修

甫
（
別
の
サ
イ
フ
）
を
検
討
し
た
こ
と
は
評
価
に
値
す
る
。
修
甫
は
、
恩
恵

的
貸
付
と
い
う
よ
り
も
藩
が
豪
商
農
に
低
利
息
の
貸
付
金
を
募
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
市
場
で
の
需
給
と
強
制
の
関
係
の
狭
間
に
あ
り
、
多
く
の
豪
商
農

が
そ
れ
に
よ
っ
て
帯
刀
身
分
を
失
っ
た
り
、
家
産
を
傾
け
た
例
を
報
告
さ
れ

て
い
る*4

。
伊
藤
は
こ
こ
で
歴
史
的
評
価
を
行
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

需
給
と
強
制
と
い
う
、
留
意
す
べ
き
二
点
を
押
さ
え
て
い
る
。

　

筆
者
は
す
で
に
、
松
代
藩
水
内
郡
南
俣
村
の
近
世
後
期
の
金
融
市
場
と
藩

か
ら
の
貸
付
金
の
動
向
を
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
の
結
論
は
、
①

自
村
の
貸
付
資
金
が
枯
渇
し
て
い
て
は
じ
め
て
、
藩
や
藩
士
か
ら
の
貸
付
金

を
要
請
し
て
い
る
。
②
数
種
あ
る
貸
付
金
を
選
ぶ
順
序
は
、
藩
（
無
利
息
）・

自
村
・
他
村
・
藩
（
利
息
付
）・
藩
士
（
利
息
付
）・
知
行
主
、
で
あ
っ
た
（
た

だ
し
、
文
政
期
以
降
、
藩
〈
無
利
息
〉
は
稀
に
な
っ
て
い
っ
た
）、
の
二
点

で
あ
っ
た*5

。

　

こ
の
よ
う
な
一
か
村
分
析
の
成
果
を
広
く
地
域
社
会
、
藩
地
域
へ
と
敷
衍

し
、
よ
り
大
き
く
全
体
像
の
構
築
へ
と
結
び
つ
け
る
に
は
、
藩
側
の
史
料
を

用
い
て
「
統
計
」
的
に
全
体
を
把
握
し
、
一
か
村
分
析
の
成
果
と
組
み
合
わ

せ
る
方
法
が
思
い
浮
か
ぶ
。
す
べ
て
の
村
々
を
分
析
す
る
こ
と
は
極
め
て
難

し
い
が
、
統
計
的
分
析
か
ら
浮
か
び
上
が
る
特
徴
が
、
一
か
村
分
析
で
得
た

知
見
と
一
致
す
れ
ば
、
全
体
的
把
握
へ
の
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

南
俣
村
で
の
分
析
で
得
た
重
要
な
知
見
に
、
借
用
先
の
自
村
優
先
、
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
お
互
い
の
事
情
を
知
っ
た
村
内
の
顔
見
知
り
同
士
の
融
通
が
、

他
村
の
豪
農
や
、
強
制
的
権
力
を
持
つ
藩
士
・
藩
よ
り
も
選
好
さ
れ
る
と
い

村
々
へ
の
貸
付
金
と
百
姓
所
持
高
と
の
負
の
相
関
関
係

　
　
　
─ 

松
代
藩
地
域
を
事
例
に 

─

福
　
澤
　
徹
　
三
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う
、
年
貢
村
請
制
下
の
近
世
村
落
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
当
た
り
前
す
ぎ
る
、

し
か
し
重
要
な
「
発
見
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
大
塚
英
二
の
豪
農
の
金
融
セ
ン
タ
ー
論
や
、
常
松
隆
嗣
の
「
豪

農
は
地
域
社
会
の
支
柱
で
あ
る
」
と
い
っ
た
豪
農
の
地
域
社
会
で
の
役
割
を

重
視
す
る
先
行
研
究
と
も
一
致
し
よ
う*6

。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
豪
農
の
経
営

規
模
に
よ
っ
て
そ
の
社
会
的
役
割
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
、
主
に
畿
内
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
論
じ
て
き
た
が
、
こ
の
点
は
村
落
史
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解

が
分
か
れ
て
い
る
状
況
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う*7

。
だ
が
、
豪
農
の
経
営
規
模

が
大
き
け
れ
ば
、
村
内
の
融
通
機
能
を
安
定
的
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
想
定
は
成
り
立
と
う*8

。
そ
こ
で
、
松
代
藩
の
藩
領
村
々
へ
の
貸
付
金

と
百
姓
所
持
高
の
関
係
を
追
究
す
る
。

　

検
討
史
料
は
、
松
代
藩
政
史
料
に
あ
る
明
治
三
年
の
藩
領
村
々
へ
の
貸
付

金
を
ま
と
め
た
「
元
松
代
管
下
村
々
江
貸
出
金
被
下
切
之
分
巨
細
取
調
帳
」

で
あ
る*9

。
明
治
三
年
四
月
か
ら
藩
の
外
国
公
債
の
明
治
政
府
に
よ
る
返
済
が

政
治
問
題
と
な
り
、
藩
の
債
務
を
明
治
政
府
に
報
告
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

た
一
連
の
史
料
で
あ
る*10

。
藩
財
政
は
近
代
国
家
と
異
な
っ
て
、
全
体
が
把
握

さ
れ
て
お
ら
ず
部
門
ご
と
に
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た*11

。
松
代
藩
に
お
い
て
も

同
様
で
、
村
へ
の
貸
付
も
複
数
の
部
門
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
統
一
的
に
把

握
は
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
明
治
政
府
と
い
う
外
部
機
関
へ
の
報
告
と

い
う
唯
一
無
二
の
機
会
に
な
さ
れ
た
調
査
史
料
で
あ
る
。

　

ま
た
、
村
内
の
所
持
高
調
べ
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
作
成
の
「
山

里
支
配
村
々
高
持
人
別
帳
」
が
あ
る*12

。
各
村
の
所
持
高
を
人
数
別
に
書
き
上

げ
た
も
の
で
、
最
初
に
使
用
し
た
古
川
貞
雄
に
よ
る
と
御
用
金
賦
課
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
村
の

最
大
の
所
持
高
の
者
（
主
に
豪
農
）
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

１　

全
体
の
分
布
と
負
の
相
関
関
係

　

表
１
は
、
松
代
藩
領
下
の
村
々
へ
の
貸
付
金
を
元
金
・
滞
り
と
合
計
金
額

を
左
側
に
、右
側
に
各
村
の
百
姓
の
う
ち
最
大
の
者
の
所
持
高
（
最
大
持
高
）

を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る*13

。
こ
れ
を
、
埴
科
郡
、
高
井
郡
、
更
級
郡
（
里

分
・
山
中
）、
水
内
郡
（
里
分
・
山
中
）
の
順
に
並
べ
た
（
以
下
、
こ
の
六

つ
を
、「
区
分
」
と
称
す
る
）。
松
代
藩
の
村
数
は
、
村
内
の
組
を
分
け
る
か

否
か
で
異
な
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
主
要
な
検
討
史
料
で
あ
る
、「
元
松
代

管
下
村
々
江
貸
出
金
被
下
切
之
分
巨
細
取
調
帳
」
の
表
記
を
原
則
と
し
て
使

用
し
た
。
合
計
二
五
〇
か
村
に
な
る
。
瞥
見
す
る
と
、
貸
付
金
を
受
け
て
い

な
い
村
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

そ
こ
で
、
金
額
の
分
布
を
区
分
に
よ
っ
て
表
２
に
ま
と
め
、
村
数
で
除
し

た
平
均
額
を
付
し
た
。
平
均
額
を
み
る
と
、
最
大
の
水
内
郡
里
分
と
最
小
の

更
級
郡
山
中
で
は
五
倍
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
一
〇
〇
〇
両
以
上
の

巨
額
貸
付
を
受
け
て
い
る
村
と
、
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
村
が
あ
る
が
、

重
心
は
九
九
両
以
下
の
小
額
貸
付
を
受
け
て
い
る
所
に
あ
る
。

２　

区
分
ご
と
の
グ
ラ
フ
と
水
内
郡
の
分
布
図
の
検
討

　

六
区
分
の
グ
ラ
フ
を
見
て
い
こ
う
（
図
１
～
６
）。
ど
の
グ
ラ
フ
で
も
、

貸
付
金
額
と
最
大
持
高
に
は
負
の
相
関
関
係
が
見
て
取
れ
る
。
貸
付
金
額

一
〇
〇
〇
両
以
上
と
最
大
持
高
五
〇
石
以
上
の
領
域
に
該
当
す
る
村
は
一
つ

も
な
く
、
顕
著
な
特
徴
を
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
基
準
線
と
し
て
、

多
借
―
少
借
、
大
高
―
小
高
と
い
う
分
類
を
設
け
る
と
し
よ
う
。
該
当
す
る

村
が
一
つ
も
な
い
こ
の
領
域
は
、
多
借
―
大
高
村
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
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そ
の
点
対
称
の
少
借
―
小
高
村
（
貸
付
金
額
一
〇
〇
〇
両
未
満
―
最
大
持

高
四
九
石
未
満
）
は
、
ほ
と
ん
ど
と
な
る
二
一
一
か
村
（
八
四
％
）
が
該
当

し
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
南
俣
村
も
こ
こ
に
入
る
。
次
に
、
多
借
―
小
高

村
（
貸
付
金
額
一
〇
〇
〇
両
以
上
―
最
大
持
高
四
九
石
未
満
）
は
、沓
野
（
高

井
）、
力
石
・
丹
波
島
・
上
山
田
・
新
田
川
合
・
下
真
島
（
更
級
郡
里
分
）、

市
村
南
組
・
北
徳
間
・
後
町
・
北
郷
・
西
風
間
（
水
内
郡
里
分
）、
新
町
（
水

内
郡
山
中
）
の
一
二
か
村
が
当
て
は
ま
る
。
少
借
―
大
高
村
（
貸
付
金
額

一
〇
〇
〇
両
未
満
―
最
大
持
高
五
〇
石
以
上
）
は
、
矢
代
（
埴
科
）、
仁
礼
・

町
川
田
・
小
河
原
・
大
熊
（
高
井
）、
郡
・
布
施
五
明
村
本
郷
・
桑
原
・
石
川
・

下
氷
鉋
・
上
小
島
田
・
広
田
・
大
塚
・
志
川
・
小
松
原
・
二
ツ
柳
・
上
平
・
原
・

杵
渕
・
西
寺
尾
（
更
級
郡
里
分
）、
田
野
口
（
更
級
郡
山
中
）、
吉
田
・
北
東

條
・
三
輪
・
中
越
・
里
村
山
（
水
内
郡
里
分
）、
花
尾
（
水
内
郡
山
中
）
の

二
七
か
村
で
あ
る
。

　

松
代
藩
で
は
、
こ
の
六
区
分
を
埴
科
郡
・
高
井
郡
・
更
級
郡
里
分
・
水
内

郡
里
分
は
里
分
、
更
級
郡
山
中
・
水
内
郡
山
中
は
山
中
と
分
け
る
。
高
井
郡
・

更
級
郡
里
分
・
水
内
郡
里
分
は
多
借
―
小
高
村
と
少
借
―
大
高
村
が
双
方
あ

る
点
で
一
致
点
が
多
く
、
埴
科
郡
・
更
級
郡
山
中
・
水
内
郡
山
中
は
ほ
と
ん

ど
が
少
借
―
小
高
村
で
あ
る
。
埴
科
郡
だ
け
が
里
分
に
属
す
る
の
で
、
ま
ず

は
里
分
と
山
中
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

少
し
、
地
理
的
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
水
内
郡
里
分
中
央
付
近
の
、

多
借
―
小
高
村
の
吉
田
村
の
周
囲
に
は
、
中
越
・
下
越
村
と
い
っ
た
貸
付
金

ゼ
ロ
の
村
が
境
を
接
し
て
い
る
し
、
そ
の
北
の
徳
間
村
周
辺
の
檀
田
・
稲
積

村
も
同
じ
く
ゼ
ロ
か
少
額
で
あ
る
。
一
方
、
水
内
郡
山
中
に
目
を
転
じ
る
と
、

も
っ
と
も
貸
付
額
の
大
き
い
新
町
村
は
ゼ
ロ
の
山
穂
刈
村
や
少
額
の
村
々
と

も
境
を
接
す
る
。
一
般
的
に
近
世
村
落
は
あ
る
程
度
の
地
理
的
ま
と
ま
り
で

自
然
条
件
（
耕
地
や
山
林
、
河
川
）
が
似
通
っ
て
い
て
、
そ
の
も
と
で
農
山

漁
村
と
し
て
生
業
を
営
む
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
貸
付
金
額
の
多
少
は
そ
の

よ
う
な
同
質
性
と
は
関
係
が
少
な
く
、
む
し
ろ
個
別
性
が
際
だ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
別
性
が
、
ど
う
い
っ
た
要
因
と
関
係
が
あ
る
の
か
を
探
る
こ

と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
明
治
三
年
の
藩
の
村
々
へ
の
貸
付
金
額
が
、
村
に
居
住
す
る

百
姓
（
主
に
豪
農
）
の
最
大
持
高
と
負
の
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
き
た
。
二
五
〇
あ
る
松
代
藩
領
の
村
々
で
も
、
分
析
基
準
を
設
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
論
点
を
見
出
せ
る
可
能
性
を
示
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
次
は
、
多
借
―
小
高
の
村
々
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
そ
れ
だ

け
の
借
用
金
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
借
用
金
が
藩
か
ら
の

無
利
息
恩
恵
的
な
も
の
な
の
か
、
高
い
利
子
が
付
さ
れ
藩
の
財
政
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

註*1　

一
般
的
な
国
語
辞
典
で
は
、
負
の
相
関
関
係
と
は
、
一
方
が
増
加
す
る
と
き
、
他

方
が
減
少
す
る
こ
と
意
味
す
る
数
学
用
語
、
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
こ
の
意
味
で
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

*2　

渡
辺
尚
志
「
終
章
」（
福
澤
徹
三
・
渡
辺
尚
志
編
『
藩
地
域
の
農
政
と
学
問
・
金
融
』

岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
二
三
一
頁
。

*3　

早
田
旅
人
に
よ
り
、二
宮
尊
徳
は
領
主
が
利
息
を
取
る
貸
付
に
極
め
て
批
判
的
だ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（「
福
澤
・
栗
原
両
報
告
か
ら
「
御
救
」
と
「
仁
政
」

を
考
え
る
〈
特
集
「
御
救
」
と
近
世
社
会
〉」『
民
衆
史
研
究
』
九
五
、二
〇
一
八
年
）。
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*4　

伊
藤
昭
弘
『
藩
財
政
再
考
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
。
一
一
九
～
一
二
四
頁

参
照
。

*5　

拙
稿
「
近
世
後
期
の
金
融
市
場
の
中
の
村
」（
註
２
福
澤
・
渡
辺
編
著
所
収
）。

*6　

大
塚
英
二
『
日
本
近
世
農
村
金
融
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
。
常
松

隆
嗣
『
近
世
の
豪
農
と
地
域
社
会
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
。

*7　

岩
田
浩
太
郎
「
豪
農
経
営
と
地
域
編
成
（
一
）
～
（
四
）」（『
山
形
大
学
紀
要
社
会

科
学
』
三
二
〈
二
〉・
三
三
〈
一
〉〈
二
〉・
三
四
〈
一
〉、
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
年
）。

*8　

百
姓
所
持
高
を
史
料
と
し
て
ど
う
用
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
木
下
光
生
に
よ
る
問

題
提
起
が
あ
る
（『
貧
困
と
自
己
責
任
の
近
世
日
本
史
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
七
年
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
考
え
を
述
べ
て
お
い
た
（「
書
評
木
下
光
生
著
『
貧
困

と
自
己
責
任
の
近
世
日
本
史
』」〈『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
人
間
学
部
篇
』
一
八
号
、

二
〇
一
八
年
〉）。

*9　

国
文
学
研
究
資
料
館
『
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
』
あ
二
八
三
七
（
一
巻
―

三
五
八
頁
）。「
旧
松
代
管
下
村
々
江
貸
出
金
取
調
帳
」
あ
二
八
四
〇
（
一
巻
―

三
五
八
頁
）
も
参
照
し
た
。

*10　

明
治
三
年
の
藩
債
・
藩
札
処
分
の
政
策
立
案
過
程
に
つ
い
て
は
、
小
林
延
人
『
明

治
維
新
期
の
貨
幣
経
済
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
五
四
～
五
五
頁
を
参

照
し
た
。
松
代
藩
に
お
け
る
経
過
に
つ
い
て
は
、
未
検
討
で
あ
る
。

*11　

前
掲
註
４
伊
藤
著
。
ま
た
、
藩
財
政
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
志
村
洋
に
よ
る

二
〇
一
一
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
批
判
（『
歴
史
学
研
究
』
八
八
七
号
、

二
〇
一
一
年
）
も
参
考
に
な
る
。

*12　

国
文
学
研
究
資
料
館
『
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
』
ち
三
一
（
一
〇
巻
―
八
九
頁
）。

*13　

史
料
に
は
利
息
付
か
ら
無
利
息
ま
で
貸
付
金
の
種
別
記
載
が
あ
る
。
無
利
息
は
恩

恵
的
貸
付
で
あ
る
か
ら
、
除
く
べ
き
と
の
考
え
も
成
り
立
つ
が
、
利
息
付
と
セ
ッ
ト

で
貸
し
付
け
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
区
分
せ
ず
検
討
対
象
と
し
た
。
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区分 村名 元金（両） 滞り（両） 合計（両） 所持高
（石）

赤田 157.00 0 157.00 45
中山新田 10.00 1.00 11.00 15
有旅 149.51 16.76 166.27 15
入有旅 15.00 0 15.00 10
青池 0 0 0 30
山布施 0 0 0 20
小田原 0 0 0 5
小聖新田 0 0 0 5
軽井沢 0 0 0 5
吐唄 0 0 0 5
吉原 0 0 0 10
本鹿谷 0 0 0 10
計 註１⑷ 2,447.12 953.23 3,400.35 

水
内
郡
里
分

北堀 59.01 3.00 62.01 15
南堀 10.00 0 10.00 20
太田 36.29 0 36.29 なし
桐原 99.01 23.75 122.76 30
吉田 683.76 225.78 909.54 100
北山田 122.01 5.76 127.77 30
稲積 20.00 0 20.00 25
北徳間 4,049.53 822.29 4,871.82 35
北東條 90.00 6.00 96.00 95
押鐘 141.00 15.53 156.53 35
上宇木 120.02 57.79 177.80 35
下宇木 390.28 230.53 620.80 40
北上野 472.78 30.54 503.32 25
上松 20.00 2.00 22.00 40
北郷 1,083.79 104.78 1,188.57 15
三輪 152.03 42.78 194.81 60
及目 22.00 15.79 37.79 15
北平林 48.00 0 48.00 15
西和田 277.52 122.78 400.30 45
東和田 223.27 96.25 319.52 25
北長池 27.50 0 27.50 45
北尾張部 30.00 3.00 33.00 35
西尾張部 8.51 0 8.51 15
北高田 15.00 0 15.00 20
上高田 7.50 0 7.50 20
下高田 117.53 47.53 165.06 25
東風間 424.01 49.02 473.03 25
西風間 810.78 282.01 1,092.79 40
千田 50.28 60.02 110.30 25
南俣 218.03 33.00 251.03 20
市村北組 652.26 267.52 919.78 40
市村南組 3,953.54 2,017.27 5,970.80 25
中御所 576.51 173.54 750.04 20
妻科 134.54 57.76 192.30 15
後町 1,762.26 423.28 2,185.54 5
妻科村之内 121.50 163.25 284.75 40大入作

腰 35.00 7.53 42.53 10
小柴見 85.28 7.53 92.81 10
久保寺 366.78 262.27 629.04 35
小市 31.27 16.27 47.54 15
小島 125.78 72.75 198.53 45
檀田 0 0 0 45
下越 0 0 0 15
中越 0 0 0 55
南長池 0 0 0 20
石渡 0 0 0 45
布野 0 0 0 40
里村山 0 0 0 50
中俣 0 0 0 30
計 17,674.13 5,748.91 23,423.03 
水内 92.28 8.04 100.32 15
上条 127.53 5.03 132.56 20
山上条 278.27 20.53 298.80 10
新町 2,046.29 702.27 2,748.56 10

区分 村名 元金（両） 滞り（両） 合計（両） 所持高
（石）

水
内
郡
山
中
分

里穂刈 581.04 26.75 607.79 5
上越道 11.02 0 11.02 5
下越道 42.50 0 42.50 5
古山 0.53 0 0.53 5
瀬戸川 119.78 20.03 139.80 10
竹生 12.27 6.52 18.79 10
花尾 86.26 17.75 104.01 50
夏和 0 55.78 55.78 20
奈良井 2.77 0.26 3.03 15
青木 22.78 14.29 37.07 20
中條 613.04 8.78 621.82 25
専納 33.25 9.26 42.51 10
長井 149.26 122.03 271.29 5
五十里 285.53 5.78 291.31 5
大安寺 6.53 0 6.53 40
念仏寺 64.53 11.77 76.30 25
梅木 211.78 50.01 261.79 10
地京原 17.78 23.00 40.79 20
伊折 8.75 14.04 22.79 15
和佐尾 5.00 2.00 7.00 10
椿峯 25.00 0 25.00 35
日影 129.77 0.52 130.29 10
鬼無里 204.03 0 204.03 20
追通 72.01 58.77 130.78 15
志垣 183.50 66.51 250.01 10
上祖山 52.04 12.02 64.06 5
下祖山 51.77 32.01 83.77 5
栃原村平組 129.78 36.26 166.04 5
栃原村西条組 117.52 22.02 139.55 10
入山村犬飼組・
影山組 63.79 45.01 108.80 10

入山村清水組 390.00 29.76 419.76 30
広瀬 1.28 0 1.28 20
上ヶ屋 142.50 0 142.50 25
新安 9.54 13.03 22.57 5
鑪 25.53 0 25.53 25
桜 56.54 11.25 67.79 15
茂菅 119.00 21.53 140.53 10
小鍋 93.51 32.00 125.51 25
坪根 151.25 11.50 162.75 10
倉並 91.52 0.53 92.05 5
上宮野尾 322.78 117.00 439.78 5
下宮野尾 94.79 24.51 119.29 5
五十平 29.52 2.25 31.77 10
瀬脇 100.02 16.50 116.52 20
橋詰 130.75 113.50 244.25 10
笹平 30.54 18.29 48.83 5
古間 0 0 0 10
山田中 0 0 0 10
吉窪 0 0 0 10
深沢 0 0 0 5
山穂刈 0 0 0 5
久木 0 0 0 5
小根山 0 0 0 20
上野 0 0 0 10
岩草 0 0 0 10
泉平 0 0 0 5
入山村新山組 0 0 0 15
計 7,637.01 1,808.69 9,445.70 

総計 48,964.60 20,749.55 69,714.16 

出典：『松代藩真田家文書』あ2837、あ2840、ち31－1 ～ 5から作成。
註１：⑴村越組ともある。⑵三水今泉ともある。
註２：組分け記載は両史料で一致する場合採用した。所持高の組分けが対応しない
場合、いずれの組にも所持高の数値を入れた。
註３：大岡村内の小字36は計上せず、宮平・根越・和平・川口を組として計上した。
註４：宮崎新田、河原新田は計上しなかった。
註５：所持高欄の「－」は記載がないこと、「不明」はそう史料に記述されているこ
と、「なし」は近世の村名ではないことを表す。
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［表１］明治３年時点の藩から村々への貸付金と村内最大所持高

区分 村名 元金（両） 滞り（両） 合計（両） 所持高
（石）

埴
科
郡

鼠宿・新地 426.77 106.27 533.04 20
新地 100.00 10.00 110.00 25
上徳間 70.00 5.53 75.53 15
内川 225.52 49.26 274.78 30
千本柳 63.26 16.51 79.76 15
粟佐 175.50 62.54 238.04 25
矢代 290.00 111.28 401.28 50
雨宮 100.00 102.78 202.78 35
森 20.00 3.03 23.03 25
生萱 46.52 5.52 52.04 30
土口 101.01 6.28 107.29 15
岩野 267.02 34.02 301.03 25
清野 86.26 115.02 201.28 15
西條 8.52 0 8.52 10
平林 56.50 9.03 65.53 5
関屋 102.00 13.78 115.78 10
矢崎新田 1.52 2.03 3.55 5
桑根井 5.00 0 5.00 10
牧内 57.02 24.77 81.79 5
東條 121.27 58.75 180.02 5
瀧本新田 6.00 0 6.00 -
荒町 23.01 10.77 33.78 5
長礼 202.53 34.26 236.79 10
田中 90.50 109.76 200.26 10
加賀井 5.00 0 5.00 10
東寺尾 25.28 57.79 83.07 20
倉科 0 0 0 20
欠 0 0 0 5
白石新田 0 0 0 5
柴 0 0 0 20
計 2,676.01 948.96 3,624.97 -

高
井
郡

大室 620.52 22.78 643.30 20
町川田 816.79 33.27 850.07 60
東川田 31.00 3.53 34.53 20
小出 3.00 0 3.00 10
保科 210.28 359.26 569.53 20
下八町 235.75 208.01 443.76 20
小河原 35.29 0 35.29 55
大熊 426.03 225.04 651.07 50
佐野 22.28 45.75 68.03 25
沓野 1,817.52 1,992.52 3,810.04 10
湯田中 103.28 103.77 207.04 10
小沼 106.53 33.77 140.30 15
福嶋新田 58.75 17.77 76.53 45
赤野田新田 0 0 0 5
仁礼 0 0 0 110
仙仁 0 0 0 20
上八町 0 0 0 35
福島 0 0 0 15
相野島 0 0 0 45
小布施 0 0 0 5
計 4,487.02 3,045.45 7,532.47 
二ツ柳 12.27 16.29 28.56 55
桑原 126.26 71.02 197.28 100
郡 5.01 0.00 5.01 130
志川 9.50 5.77 15.28 65
八幡 118.04 40.76 158.80 30
須坂 33.28 12.54 45.82 10
羽尾 6.51 0.00 6.51 20
若宮 83.27 32.76 116.02 35
上山田 925.78 754.26 1,680.04 15
新山 89.52 24.27 113.79 35
上平 232.26 67.51 299.77 50
小網山内新田 8.76 2.02 10.78 -
網掛 42.78 28.78 71.56 20
上五明 190.54 53.03 243.57 35

区分 村名 元金（両） 滞り（両） 合計（両） 所持高
（石）

更
級
郡
里
分

力石 1,645.29 4,404.53 6,049.82 45
小船山 21.77 6.26 28.03 35
向八幡・小船山 64.52 15.00 79.52 35
牧嶋 130.76 42.02 172.79 20
牛嶋 148.75 38.79 187.54 30
大豆嶋 595.52 22.76 618.28 40
松岡新田 790.27 80.51 870.78 10
川合新田 1,080.02 203.03 1,283.05 15
小松原 433.78 5.03 438.81 55
四ツ屋 391.00 0.00 391.00 不明
丹波嶋 3,313.28 865.02 4,178.29 10
綱嶋 105.27 0.00 105.27 5
川合 429.03 95.79 524.81 5
下真嶋 354.76 718.54 1,073.29 25
上真嶋 99.27 22.28 121.55 25
下小嶋田 361.03 65.03 426.06 40
上小嶋田 297.01 177.76 474.77 70
大塚 198.02 4.53 202.55 65
青木嶋 34.28 7.28 41.57 5
下氷鉋 5.00 0.50 5.50 75
広田 30.00 3.00 33.00 70
藤牧 15.00 0.76 15.76 30
原 30.00 0.00 30.00 50
御平川 158.00 0.00 158.00 20
会 7.00 2.03 9.03 40
上横田 1.04 1.27 2.30 5
下横田 28.28 0.00 28.28 20
小森 106.00 0.00 106.00 40
中澤 16.00 0.00 16.00 25
東福寺 258.54 40.53 299.07 40
杵淵 543.03 102.78 645.81 50
西寺尾 366.00 188.52 554.53 50
布施五明村 102.02 21.76 123.78 15 瀬原田組

大田原 0 0 0 25
上布施 0 0 0 15
下布施 0 0 0 15
柳沢新田 0 0 0 15
布施五明村本郷 0 0 0 115
石川 0 0 0 100
布施高田 0 0 0 40
計 14,043.31 8,244.31 22,287.63 

更
級
郡
山
中
分

田野口 5.00 0 5.00 80
境新田 226.78 126.04 352.82 10
灰原 18.54 6.28 24.82 5
高野 7.00 1.75 8.75 15
聖澤 7.50 2.78 10.28 5
中牧 103.52 1.26 104.78 25
宮平組 260.76 93.01 353.77 5
根越村 註１(1) 618.76 193.78 812.54 5
川口村 62.04 24.77 86.81 20
山和田 17.53 10.52 28.05 5
和平組 60.00 26.54 86.54 5
南牧 9.50 0 9.50 25
牧田中 129.78 15.03 144.82 20
牧野嶋 0.01 186.50 186.51 5
下市場 1.53 2.28 3.81 5
竹房 35.26 123.04 158.30 5
大原 191.76 59.04 250.80 10
日名 235.51 54.76 290.27 20
外鹿谷 15.52 4.53 20.04 5
山村山 19.04 0 19.04 15
山平林 29.00 0 29.00 20
安庭 27.26 1.03 28.29 10
三水 註１(2) 24.00 1.04 25.04 15
氷熊 10.00 1.52 11.52 25
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［表２］六区分における村の金額分布

（未満）
（両）

（以上）
埴科郡 高井郡 更級郡

里分
更級郡
山中

水内郡
里分

水内郡
山中 合計

4000 ～ 0 0 2 0 2 0 4
3000 ～ 3999 0 1 0 0 0 0 1
2000 ～ 2999 0 0 0 0 1 1 2
1000 ～ 1999 0 0 3 0 2 0 5
900 ～ 999 0 0 0 0 2 0 2
800 ～ 899 0 1 1 1 0 0 3
700 ～ 799 0 0 0 0 1 0 1
600 ～ 699 0 2 2 0 2 2 8
500 ～ 599 1 1 2 0 1 0 5
400 ～ 499 1 1 3 0 2 2 9
300 ～ 399 1 0 1 2 1 0 5
200 ～ 299 6 1 4 2 2 7 22
100 ～ 199 4 1 11 6 9 15 46
50 ～ 99 6 2 2 2 3 6 21
25 ～ 49 1 2 7 4 7 9 30
1 ～ 24 6 1 9 11 6 8 41

0 4 7 7 8 8 11 45
計 30 20 54 36 49 61 250

平均額（両） 120.8 376.6 412.7 94.5 478.0 154.8 278.9 
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【図１】　埴科郡 【図２】　高井郡
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【図３】　更級郡里分

【図５】　水内郡里分

【図４】　更級郡山中

【図６】　更級郡山中
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Negative Correlation between Village Dept and the Land Assets of Farmers 

in the Late Edo Period

FUKUZAWA, Tetsuzo

キーワード ： 江戸時代、村、拝借金、所持高
Key words ： late edo period, village, village dept, land assets of farmers


